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出生直後から治療が可能な骨系統疾患 低ホスファターゼ症（HPP)
～出生前診断により出生後治療のタイミングを見過ごさない～

ご検索いただき、医療従事者向けサイトよりお入りください。

https://strensiq.jp/seminar

18:00

https://next-live.jp/project/alexion_hpp_web_seminar_220426/

（セミナー紹介）

　骨系統疾患とは全身の骨や軟骨の異常をきたす疾患の総称で、ひとつひとつの疾患の発
症頻度はまれですが、すべてあわせると４６１疾患となることが知られています。とくに出生
前からみつかる胎児骨系統疾患は生命予後が一般に不良といわれていますが、産科医は
4,000 分娩に１例くらいの頻度で遭遇するといわれています。近年さまざまな治療法が開発
されてきた結果、出生直後から治療を開始できれば予後が改善する可能性もあり、出生前
診断の重要性が高まっています。低ホスファターゼ症（HPP）もそういった疾患のひとつです。
本セミナーでは産科医が遭遇する代表的胎児骨系統疾患について、とくに HPP の出生前の
診断について解説いたします。


